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シチリアとナポリにおける異端審問制度とコンベルソ問題 
 












チリア王国の合併によって生まれた両シチリア王国（Regno delle Due Sicilie）の支配地域に
相当する。 
中世以後のシチリア島に関しては、1197 年からシチリア王となったフェデリーコ 1 世（1215
年よりはフリードリヒ 2 世として神聖ローマ皇帝も兼務）の統治が有名である。パレルモ文化
の影響を受けたフェデリーコ 1 世は、1220 年にはパレルモに本拠を移すが、教皇庁と対立し
教皇から 2 度の破門宣言を受けている。彼は貴族や都市の権限にも圧力をかけ縮小させ、1231










                                                          
1) Charles T. Gorham, The Medieval Inquisition: A Study in Religious Persecution (London, 1918), p. 
59. 





ンジュー伯シャルル（Charles d’Anjou）統治期の 1282 年に、パレルモでシャルルの統治に対







ロナ家（西 Casa de Barcelona、いわゆるアラゴン家 Casa de Aragón、伊 Casa d’Aragona）、
続いてトラスタマラ家（Casa de Trastámara）によって支配され、アラゴン王フェルナンド 2
世とカスティージャ女王イサベル 1 世のカトリック両王によるスペイン王国（カスティージャ
＝アラゴン連合王国）成立以後は、スペイン・ハプスブルク家の統治下となる。ナポリ王国も
トラスタマラ家のアラゴン王アルフォンソ 5 世によって征服され、1504 年にはフェルナンド 2
世によってスペイン王国に併合されている。ナポリ王国は王国の名を冠しながらも、実質スペ
イン派遣のナポリ総督（副王、Virrey de Nápoles）によって支配されるスペイン属州に成り下
がる。スペイン本国とシチリアのこのような関係は、16 世紀の神聖ローマ皇帝カール 5 世（ス
ペイン王としてはカルロス 1 世）やその息子フェリペ 2 世の時代も維持された。しかし、地元








                                                          
2) 北原敦編、『イタリア史』山川出版社、183-184 頁。 
3) シチリアを属州ではなく、同君連合或いは複合君主制（composite monarchy）の下にあったとする解釈
もある。 






Real y Supremo Consejo de Italia 伊 Supremo Consiglio d’Italia）のメンバーの中には、シチ
























                                                          
4) Francesco Benigno, ‘Integration and conflict in Spanish Sicily’, in Thomas James Dandelet & John A. 
Marino, eds., Spain in Italy: Politics, Society, and Religion 1500-1700 (Leiden, Boston, 2007), pp. 23-44. 










して、1215 年にローマのラテラン宮殿で開催された第 4 ラテラン公会議では、中世の異端審
問制度創設が本格的に議論される。公会議開催にあたっては教皇インノケンティウス 3 世の力
が大きく働き、教皇はこの公会議を 325 年の第 1 ニカイア公会議や 451 年開催のカルケドン公
会議に匹敵する偉大な公会議として認知されることを望んでいた。実際第 4 ラテラン公会議に
は 71 人の大司教と 400 人以上の司教が出席し、ラテン諸国を中心にヨーロッパの多くの国の
参加があったと伝えられている。新たな十字軍の編成や、聖体拝受における実体変化
（Transubstantiatio）の教義等カトリック信仰と秘跡の確立の上で非常に重要な公会議であっ




                                                          





コット（William Hickling Prescott）やスペイン異端審問制度研究の大御所的存在であるリー（Henry 
Charles Lea）も、異端審問制度をスペインの後進性の根源的理由に置いていた。Richard L. Kagan, 
‘Review: Prescott’s Paradigm: American Historical Scholarship and the Decline of Spain’, The 








ルトガルのインド進出とゴアの異端審問所」『専修大学人文科学研究所月報』第 259 号、49-81 頁。 
6) 第３規則をはじめ第４ラテラン公会議で提示された教会規則については、英文サイト Internet Medieval 
Sourcebook の一部である Twelfth Ecumenical Council: Lateran IV 1215 (http://www.fordham.edu/ 
halsall/basis)を参照した。 








は、第 4 ラテラン公会議からであり、さらにその後 1227 年に教皇職に就いたグレゴリウス 9
世の時代であった。ラテラン公会議の第 3 規則において、財産没収等各種罰則はカノン法（教
会法）の中に位置づけられたことになる。1231 年にグレゴリウス 9 世は、フィレンツェのド
ミニコ会派修道院のサンタ・マリア・ノヴェッラ教会に、異端カタリ派の勢力拡大阻止のため
にフィリポ・パテルノン（Filippo Paternon）司教とその支持者の訴追を命じるが、グレゴリ
ウス 9 世が作成し、異端に対処するため異端審問官の派遣を命じた文書 Ille humani generis
は、ローマ異端審問所の「出生証明書」と言われている。8) 







ンノケンティウス 4 世発布の教皇勅書 Ad extirpanda を待たねばならなかった。さらに、異端
に対処するための教会と世俗当局の協力や、異端審問において踏襲されるべき手続き規定に関
してはかなり明瞭に表現されているが、異端の概念、即ち誰が異端者と呼ばれるのかについて
                                                          
7) H. グルントマン『中世異端史』創文社、今野國雄訳、62-73 頁。 
8) Michael Tavuzzi, Renaissance Inquisitors: Dominican Inquisitors and Inquisitorial Districts in 
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は曖昧な部分が多かった。 
このような曖昧性の事例の一つが、第 2 規則（canon 2）で言及されたフィオーレ（あるい












ないものであった。10) 先述の皇帝フリードリヒ 2 世も、教皇庁と対立しインノケンティウス 4
世によって破門される中で、ヨアキムの著作の影響を受けたとされている。ヨアキムの思想は
第 4 ラテラン公会議において異端判決を受けることとなるが、それはヨアキムの著作が、スコ
ラ神学者であり司教でもあったピエトロ・ロンバルド（Pietro Lombardo, Peter Lombard）が
三位一体論に代わって四位一体論を異端的に教えているとして、ロンバルドを批判していたか





の 5 年後に教皇ホノリウス 3 世によって正統信仰を順守しているとのお墨付きをもらっている。




                                                          
10) モーリス・キーン『ヨーロッパ中世史』芸立出版、橋本八男訳、128-131 頁。フランシスコ修道会聖霊
派については、David Burr, The Spiritual Franciscans: From Protest to Persecution in the Century after 
Saint Francis (University Park, PA, 2001) を参照。 
11) Sabina Flanagan, ‘Heresy, Madness and Possession in the High Middle Ages’ in Ian Hunter, John 
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 ヨアキムの思想に大きく影響を受けたのが、フランシスコ修道会の聖霊派を代表する神学者
で 14 世紀初めの清貧論争での中心人物であったピエトロ・ディ・ジョヴァンニ・オリーヴィ
（Pietro di Giovanni Olivi, 英語名 Peter Olivi）である。彼は生活実践としての清貧を主張す
る聖霊派（Spiritual Franciscans。Little brethren という意味のフラティチェリ Fraticelli と
も呼ばれる）を代表して、清貧を単に法的に理解して財産の使用制限を修道士に課された義務
と考えない修道会指導部コンヴェントゥアル派（Conventual Franciscans）と対立した。オリー











1327 年教皇ヨハネス 22 世時代の北イタリアのカトリック修道院を舞台にしたウンベルト・
エーコ著『薔薇の名前』（Il nome della rosa）のストーリーの背景には、フラティチェリの迫
害があった。 









                                                                                                                                                       
Christian Laursen & Cary J. Nederman, eds., Heresy in Transition: Transforming Ideas of Heresy in 
Medieval and Early Modern Europe (Aldershot, 2005), pp. 29-30. 
12) フィオーレのヨアキムとオリーヴィについては、Jennifer Kolpacoff Deane, A History of Medieval 
Heresy and Inquisition (Plymouth, UK, 2011) pp. 135-142 を参照. 
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らなかった。実際ラテラン公会議におけるアマルリクス思想に対する裁定の文言は、「異端的と



















度を改革したローマ異端審問所（L’inquisizione romana o Sant’uffizio, 正式には Sacra 
Congregazione della romana e universal inquisizione と呼ばれる）、さらにシチリアでは、イ
タリア南部を支配したスペインの影響下にあって、スペイン異端審問制度も大きな力を持って
いた。ナポリにおいてもスペインは、1509 年、1542 年、そして 1564 年の 3 度にわたりスペ
イン異端審問制度を導入しようとしたが、ナポリ指導層や住民の執拗な抵抗に遭遇してその試




                                                          
13) Flanagan, ‘Heresy, Madness and Possession in the High Middle Ages’, pp. 30-34; グルントマン『中
世異端史』74-79 頁。 
14) Deane, A History of Medieval Heresy and Inquisition, pp. 90-91. 
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ルドー派に対する教皇庁の対応が効果を上げたとして、研究者の注目を集めることがなかった。
しかし、中世異端審問制度の審問官を多く輩出し、審問制度運営の中心的役割を演じたドミニ
コ修道会（正式名：説教者修道会 Ordo fratrum Praedicatorum）に対する関心が高まると、
再び中世異端審問制度に関する研究が脚光を浴びる。 


























                                                          
15) Henry Charles Lea, A History of the Inquisition of the Middle Ages (London, 1888), pp. 129-130. 
16) Christopher F. Black, The Italian Inquisition (New Haven and London, 2009), pp. 4-9. 






























                                                          
17) 拙稿「スペイン異端審問制度の史的展開」4-9 頁。 
18) Tavuzzi, Renaissance Inquisitor, pp. 161, 163-174. 


























魂とも呼ばれたカラファ（Giovanni Pietro Carafa, 後の教皇パウルス 4 世）の扇動によって
                                                          
19) 北イタリアの魔女裁判については Ibid., pp. 149-208を参照。この著書の最後にある追加資料には、1474
年から 1527 年までのドミニコ修道会異端審問官の訴追記録（Ibid., pp. 213-252）と、1450 年から 1527
年に至る同じくドミニコ修道会異端審問官の魔女裁判の公判日程（Ibid., pp. 253-258）が記載されている。 
20) バルデス神学のイタリアにおける影響については、Massimo Firpo, ‘The Italian Reformation and 
Juan de Valdés’, Sixteenth Century Journal, vol. 27, no. 2 (1996) 及び Massimo Firpo, ‘Reform of the 
Church and Heresy in the Age of Charles V: Reflections of Spain in Italy’, in Spain in Italy, pp. 457-479
を、また彼の『キリスト教教義の対話』とルターの影響については、Carlos Gilly, ‘Juan de Valdés: 
Übersetzer und Bearbeiter von Luthers Schriften in seinem Diálogo de Doctrina’ Archiv für 
Reformationsgeschichte, 74 を参照。  

















ジューリア・ゴンザーガ（Giulia Gonzaga）との交流であった。24) カルネセッキは 1534 年に
ローマにおいてオキーノの説教を聞き、またバルデスとも接触しているが、その 6 年後にはナ
ポリを訪れバルデスと再会している。またヴァミーリも、現在のナポリ中央駅近くにあるサン・
ピエトロ・アダラム教会（Basilica di San Pietro ad Aram）の僧侶として活躍中に、「信仰に
よる義」を唱えるバルデスからパウロ書簡の正しい解釈を学んだと言われる。カルネセッキを
                                                          
21) パウルス４世の教皇就任にともない、ユダヤ人の状況は劇的に悪化した。Gigliola Fragnito, ed., 
Church, Censorship and Culture in Early Modern Italy (Cambridge, 2011 paperback), p. 165. 
22) T.H.L. Parker, John Calvin: A Biography (Philadelphia, 1975), p. 143. 
23) ヴァミーリについては、Marvin Walter Anderson, Peter Martyr: A Reformer in Exile(1542-1562) 
(Nieuwkoop, 1975)、拙稿 ‘The Edwardian Reformation and the Continental Divines’『専修大学人文科
学研究所月報』第 261 号（2013.1）及び「ペトルス・マーター・ヴァミーリの活動と神学」『専修大学人文







スの改革派教会の不信を買っていた。ヴェルジェリオについては、T. Schiess, ed., Bullingers 
Korrespondenz mit den Graubündnern (Basel, 1904-6), I, LXXI-LXXXIII を参照。ヴェルジェリオに対す
るカルヴァンの不信感は、ポーランドの宗教改革者ヨハン・ア・ラスコへ宛てたカルヴァンの書簡でも垣
間見ることができる。‘Nihil tamen mihi magis displicuit quam te consilia cum Vergerio miscere, cuius 
hominis vanitatem tibi non citius cognitam fuisse mirror….’ Wilhelm Baum, Eduard Cunitz & Eduard 
Reuss, eds., Ioannis Calvini Opera quae supersunt Omnia (Brunswick, 1863-1897), XVI, p. 170. 






らないように日々努めた。パウルス 4 世はハプスブルク家を敵対視し、カール 5 世やフェリペ
2 世を異端と見なしていた。そして無謀にも、フランスのギーズ公フランソワの力を借りてス
ペインのナポリ支配に挑戦する。しかし、当時フェリペ 2 世によってナポリ総督に任命されて
いたアルバ公（Fernando Álvarez de Toledo, Gran Duque de Alba）によってパウルス 4 世の
軍が簡単に圧倒され、1557 年 9 月にアルバ公の軍がローマに入場すると、苛立った教皇はこ
れまでにも増して異端の追及に精力を傾けた。25) 彼の反ユダヤ主義は有名である。パウルス 4
世を継いだピウス 4 世が 1565 年に死去すると、その翌年後継者としてドミニコ会出身のピウ
ス 5 世が教皇に就任する。ピウス 5 世の下ではユダヤ人に対する寛容は過去のものとなり、カ
ルネセッキにも危機が迫っていた。26) これまでカルネセッキに保護の手を差し延べていたメ
ディチ家のトスカーナ大公コジモ 1 世（Cosimo I de’ Medici, granduca di Toscana）も、ピウ
ス 5 世の影響を少しずつ受けつつあった。コジモはカルネセッキの教皇への引き渡しに応じ、




                                                          
25) Henry Kamen, The Duke of Alba (New Haven & London, 2004), pp. 48-50. 16 世紀のナポリ総督には、
スペイン及びネーデルランドでスペイン国王のために働いた有力な人物が就任している。1556 年に着任し




26) Fragnito, ed., Church, Censorship and Culture in Early Modern Italy, p. 169. 
27) カルネセッキについては、Leopold Witte, A Glance at the Italian Inquisition. A Sketch of Pietro 
Carnesecchi: His Trial before the Supreme Court of the Papal Inquisition at Rome, and his Martyrdom 
in 1566 (London, 1885) translated by John T. Betts を参照。 

























                                                          
28) シチリアにおけるスペイン異端審問所の活動に関するイタリア語文献としては、Vito La Mantia, 
Origine e vicende dell’Inquisizione in Sicilia (Palermo, 1977 reprint) 及び F. Renda, L’Inquisizione in 





Zeldes, ‘Auto de Fe in Palermo, 1511. The First Executions of Judaizers in Sicily’, Revue de l’histoire 
des religions, tome 219, no. 2 (2002), pp. 195-196. 
29) 宮前安子「スペイン異端審問制度の裁判機能をめぐって」磯見辰典編『彷徨―西洋中世世界』南窓社、
116-125 頁; Kamen, The Spanish Inquisition, pp. 48-49; Cerrillo Cruz, Los Familiares de la Inquisición 
Española, pp. 122-123. 
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30) Juan Ignacio Pulido Serrano, Los Conversos en España y Portugal (Madrid, 2003), pp. 21, 34-35. 
31) Richard L. Kagan and Abigail Dyer, eds., Inquisitorial Inquiries, Brief Lives of Secret Jews & 
Other Heretics (Baltimore, 2004), p. 12. 
32) Geoffrey Parker, ‘Some Recent Work on the Inquisition in Spain and Italy’, The Journal of Modern 
History, vol. 54, no. 3 (Sep., 1982), p. 522. 

















争いから、地元異端審問所自体が混乱状態にあった。そこで 1500 年にフェルナンド 2 世は、












                                                          
33) トルケマーダの 28 か条の通達は、Rafael Sabatini, Torquemada and the Spanish Inquisition A 
History (London, 1927), pp. 139-167; Jean Dumont, Proceso contradictorio a la Inquisición española 
(Madrid, 2000), pp. 121-122 を参照。 




フェルナンド 2 世は 1502 年に、スガランブロに代わってメッシーナ大司教ペドロ・ベルフォ
ラード（Pedro Belforado）を新しい異端審問官に任命する。彼は直ちにメッシーナに第 2 の異
端審問所を設置し、逮捕者が増えると同時に判決もかなり厳しいものとなった。35) スペイン異
端審問長官のデサ（Diego de Deza）は、ベルフォラードにナポリとシチリアでの任務遂行の
権限を与えており、カトリック両王も 1504 年 6 月にスペインのメディナ・デル・カンポから
ナポリ総督フェルナンデス・デ・コルドバ（Gonzalo Fernández de Córdoba）に対して新異端







うと決心する。フェルナンド 2 世は、ナポリを 1506 年 11 月から翌年の 6 月まで訪れ滞在して
いる。1492 年のスペインでのユダヤ人追放によって多くのユダヤ人がナポリに逃れ、その後改
宗ユダヤ人即ちコンベルソも異端審問を逃れてこの地に集まっていた。1509 年 8 月にフェル
ナンド 2 世はナポリに異端審問所設置の権限を与え、アラゴンの異端審問長官（inquisidor 





て、1510 年 10 月に異端審問所設立の撤回を発表する。同時に彼は、異端審問を逃れてきた全
てのユダヤ人やコンベルソをナポリ王国から追放している。ナポリ住民は、スペインが 1542
                                                          
34) Zeldes, ‘Auto de Fe in Palermo, 1511’, p. 195; Henry Charles Lea, The Inquisition in the Spanish 
Dependencies (London, 1908), pp. 6-7. チェファル司教はパレルモ大司教区の中で属司教の立場であった。 
35) Nadia Zeldes, ‘Incident in Messina: Letters of Ferdinand the Catholic concerning Portuguese 
conversos caught on their way to Constantinople’, Sefarad 62 (2002), p. 403; ‘Inquisition’ in 
Encyclopaedia Judaica (Detroit, 2007, 2nd ed.) 
36) D. Francisco Javier G. Rodrigo, Historia Verdadera de la Inquisicion (Madrid, 1876), Tomo I, p. 
393. 















がより安定しているシチリアにおいては制度の強化を行っている。1510 年 1 月にフェルナン
ド 2 世がアルフォンソ・ベルナル（Alfonso Bernal）を異端審問官に任命すると、ベルナルは
直ちに審問所機構改革に取り掛かる。例えば彼は、刑の執達吏の役割を担いスパイや告発・逮










トゥス５世となるフェリーチェ・ペレッティ（Felice Peretti da Montalto）がヴェネツィアの異端審問官
であった 1558 年からの約 10 年間に、コンベルソに対する迫害は最高潮に達する。しかし、ペレッティと
ヴェネツィア市政府との関係は悪く、コンベルソに対する処罰も、他の地域のローマ異端審問所と比べる
とヴェネツィアの対応は人道的で、死罪が求刑されることはなかったようである。Michael Berenbaum & 
Fred Skolnik, eds., Encyclopaedia Judaica (Detroit, 2007) を参照。ところでペレッティは、1565 年に組
織されたスペインのトレド大司教バルトロメ・カランサの異端嫌疑調査団の一員として調査に参加してい
る。カランサ事件の詳細は、José Antonio Escudero, ‘Notas al proceso de Carranza’ in V Centenario del 
nacimiento del Arzobispo Carranza, ed., Luis Suárez Fernández (Madrid, 2004), pp. 47-68; José 
Ignacio Tellechea Idígoras, Fray Bartolomé Carranza de Miranda (Pamplona, 2002), pp. 379-461; 
Soledad Gómez Navarro, ‘El Proceso del Arzobispo Carranza’, in Santiago Muñoz Machado, ed., Los 
Grandes Procesos de la Historia de España (Barcelona, 2002) を参照。 
38) Joseph Pérez, Breve Historia de la Inquisición en España (Barcelona, 2002), p. 107; Lea, The 
Inquisition in the Spanish Dependencies, pp. 78, 96-98. このリーの著書は、同じ著者による A History of 
the Inquisition of Spain (New York, 1906-8) の補遺であるが、最初にシチリアの異端審問が扱われている。
これはシチリアとスペインの異端審問所が近い関係にあったことを物語るものである。 
39) Lu Ann Homza, ed., the Spanish Inquisition, 1478-1614: An Anthology of Sources (Indianapolis, 
2006), pp. xviii-xix. 










官への任命とウゴ・デ・モンカダ（Hugo de Moncada）のシチリア総督就任であった。42) 審問







1492 年 6 月 18 日のシチリアにおけるユダヤ人追放令発布以後である。44) 
スペインにおいては、1480 年頃から異端審問所の活動はコンベルソ訴追に焦点が合わされた
                                                          
40) Manuel Rivero Rodríguez, ‘La Inquisición Española en Sicilia (Siglos XVI a XVIII)’, in Joaquín 
Pérez Villanueva & Bartolomé Escandell Bonet, eds., Historia de la Inquisición en España y América 
III Temas y problemas (Madrid, 2000), III, 1042; Gonzalo Cerrillo Cruz, Los Familiares de la 
Inquisición Española (Valladolid, 2000), pp. 17, 227. スペイン属州のシチリアと違い、一般にイタリアの
その他の地域の異端審問所にはファミリアルは存在しなかった。北イタリアでは、ファミリアルの働きに
代わって隣人による自発的告発や自白が中心を占める。Christopher F. Black, Early Modern Italy: A 
Social History (London & New York, 2001), p. 200. 






44) Zeldes, ‘Auto de Fe in Palermo, 1511’, p. 196. フェルナンド 2 世によって 3 月 31 日にグラナダから発
せられたシチリアのユダヤ人追放令は、シチリアにおいて6月18日に現地語で発布されている。追放令は、
Shlomo Simonsohn, The Jews in Sicily (Leiden & Boston, 2006), vol. 8, pp. 4679-4684 を参照。追放令と
同時にフェルナンドは、追放ユダヤ人の財産に関してシチリア総督フェルナンド・デ・アクーニャ
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が、その後約 40 年がコンベルソ迫害の絶頂期であった。1520 年代になると異端審問所の関心
は、コンベルソから照明派（alumbrados）やエラスムス主義者、あるいはプロテスタント信者
























（Francisco Jiménez de Cisneros）の存命中は、シチリアにおける反対運動も単に言葉による
批判に終始した。47) しかし、1516 年 6 月の国王フェルナンド 2 世の死がパレルモに伝えられ
                                                          
45) Renée Levine Melammed, Heretics or Daughters of Israel? The Crypto-Jewish Women of Castile 
(New York, 1998); William Monter, Frontiers of Heresy: The Spanish Inquisition from the Basque 
Lands to Sicily (Cambridge, 2002 paperback edition), p. 30; Jaime Contreras, Historia de la Inquisición 
Española (1478-1834) (Madrid, 1997), pp. 34-52. 
46) Black, The Italian Inquisition, pp. 131-133. 
47) シスネロス枢機卿は、フェルナンド 2 世及びカルロス 1 世期に宗教と政治の両面にわたって活躍し、











アから追放するが、新王カルロス 1 世（神聖ローマ皇帝カール 5 世）の支持を得たセルベラは、
1518 年に再度パレルモに戻っている。そして異端審問所を復活させて、より頻繁にアウト・ダ・
フェを開催しネオフィティや暴動に加わった者たちを処罰した。1519 年から 1527 年の間にパ
















Rummel, Jiménez de Cisneros: On the Threshold of Spain’s Golden Age (New York, 2000) を参照。 




49) 異端審問所によるネオフィティに対する訴追は、1550 年からも 50 年程続くが、その間に 195 人が火
刑に処せられ、276 人が肖像による火刑を受けている。この期間にシチリアの異端審問所で起訴された者
の人数は 2000 人に上る。Nadia Zeldes, ‘Marginality and Otherness of Jews and New Christians as 
Reflected by their Dress in Two Christian Texts’, Early Modern Workshop ‘Jewish Consumption and 
Material Culture in the Early Modern Period’, 2007, University of Maryland, p. 163 
(wesscholar.wesleyan.edu/cgi/viewcontent.cgi?article=1058). 
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ととなる。50) 
元々異端審問制度はカスティージャの異端に対処する組織であり、それがアラゴン王国の諸
地域にも適用されることとなったわけであるが、カール 5 世を継いだフェリペ 2 世の時代には、
カスティージャよりもアラゴン諸王国の方が異端審問制度にとって重要な地域となっていく。
カール 5 世の時代に異端審問最高会議（Suprema）に送られた訴訟記録（relaciones de causas）
は、アラゴン諸王国においてより完全に保存されており、1540 年からの約 20 年間に限っては、
残存する殆どの訴訟記録はアラゴン諸王国のものである。アラゴン諸王国の 5 つの異端審問所
管轄地域として、アラゴン、バレンシア、ナバラ、カタルニアと並んでシチリアが挙げられる
が、1560 年以後の 50 数年間の記録を見ると、海外領土の中では、アラゴンの属州であったシ
チリアの異端審問所の方が、カスティージャの植民地であったアメリカよりもより活発に異端
に対する訴追を行っていたことが読み取れる。51) シチリアの異端審問所は、フェルディナンド





                                                          
50) Monter, Frontiers of Heresy, pp. 15-18, 26. 







































                                                          
52) この章で扱うシチリアのコンベルソ問題（1506 年のメッシーナ海峡でのコンベルソ乗船の船舶拿捕事
件や 1511 年のパレルモでのアウト・ダ・フェ）は、16 世紀初期の事件であり、残念ながらヘニンセン（Gustav 
Henningsen）やコントレラス（Jaime Contreras）が行った訴訟記録 relaciones de causas（マドリード
の国立歴史文書館 Archivo Histórico Nacional に保管）の統計調査の対象期間より前の時代に属する。ヘ
ニンセン等によるこの有名な研究は、シチリアの異端審問の事例も含むが、基本的に 1540 年以降の訴訟案
件に関するものである。Gustav Henningsen & Jaime Contreras, ‘Forty-four thousand cases of the 
Spanish Inquisition (1540-1700)’, in G. Henningsen and J. Tedeschi, eds., The Inquisition in Early 
Modern Europe. Studies on Sources and Methods (Illinois, 1986), pp. 101-129 を参照。 
53) Norman Roth, Conversos, Inquisition, and the Expulsion of the Jews from Spain (Madison, 2002), p. 
310. 
54) この事件に関しては、Zeldes, ‘Incident in Messina’を参照。 
55) メッシーナ港は、クリミア半島のフェオドシアから入港したジェノア船によって、最初に黒死病がヨー
ロッパにもたらされた港とされていることを考えると、説得力のある言い訳であったとも考えられる。 









かける。1496 年にジョアン 2 世が死去すると、王位を継いだマヌエル 1 世は、最初ユダヤ人
に対して宥和的政策を遂行するが、スペインのカトリック両王の長女イサベルとの婚姻に際し、
ポルトガルでのユダヤ人追放が婚姻条件とされる。1497 年 5 月には、ポルトガル在住ユダヤ
人の追放令が発布されるが、これはこれまでポルトガルが長年採ってきたユダヤ人に対する寛
容策の変更のみならず、マヌエル 1 世自身が半年前に発した 10 カ月の間に国外退去かキリス
ト教への改宗かの選択を行うように求めた勅令をも変更するものであった。スペインやイタリ
                                                          
56) イベリア半島からシチリアを経由して地中海東部のレヴァント地域への航路については、Fernand 
Braudel, The Mediterranean and the Mediterranean World in the Age of Philip II (New York, 1976), 



























増幅され、1000 人以上のマラーノが殺害された 1506 年 4 月のリスボンでのユダヤ人大虐殺事
件（Lisbon Pogrom）へとつながっていく。57) 事件直後に多くのマラーノが、禁止令を犯して
までもポルトガルから退去したいと考えたとしても不思議ではない。そうした中、マヌエル 1

















                                                          
57) ポルトガルのユダヤ人問題と異端審問所設置に関しては、拙稿「ポルトガルのインド進出とゴアの異端
審問所」、52-54 頁を参照。 
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の入口に位置し、今日も要塞の先端部分に建つマドンナ像 Colonna Votiva が入港するフェリー
を迎えてくれる。マドンナ像の台座に書かれた碑銘には ‘Vos et ipsam civitatem benedicimus’ 





























写真４ 18 世紀初頭にアウト・ダ・フェが開かれたカテドラーレ広場と大聖堂 


























                                                          
58) このアウト・ダ・フェについては、Zeldes, ‘Auto de Fe in Palermo, 1511’にある詳細を参考にした。 
59) 大聖堂と大司教館前で行われた 1724 年のアウト・ダ・フェの様子は、Antonino Mongitore, L’atto 
pubblico di fede solennemente celebrato nella città di Palermo à 6 aprile 1724 dal Tribunal del S. 
Uffizio di Sicilia (Palermo, 1724) の中にある François Chiché の版画に描かれており、Francisco 
Bethencourt, The Auto da Fé: Ritual and Imagery’, Journal of the Warburg and Courtauld Institutes, 

















































































いたが、10 人が最も重い刑である世俗権力に引き渡されて（西 relajado, 伊 rilassato）火刑に
処された。62) この刑に処されたのは、異端の罪を悔い改めない者、異端の罪で捕らえられ改心
して許された後に再度異端に走った再犯異端者（西 relapsos, 伊 ricaduta）、信念を変えない強
情な異端者（pertinaces）等であった。彼らは火刑に処された他に財産をも没収され、自分の
                                                          
60) 1320 年に建設されたこの宮殿には、現在パレルモ大学学長室が入っている。壁画のある壁の劣化状況
については、M.F. Alberghina, et al., ‘Degradation study of XVIII century graffiti on the walls of 
Chiaramonte Palace (Palermo, Italy)’, Applied Physics A, vol. 100, no. 3, pp. 953-963 に詳細がある。 
61) Francisco Bethencourt, La Inquisición en la época moderna: España, Portugal, Italia, siglos 
XV-XIX (Madrid, 1995), pp. 281-367. 
62) 世俗権力に罪人を引き渡すのは、流血となる刑罰を異端審問所を含め教会裁判所が執行することはな
かったからである。もちろん relajado（ralaxed）という言葉は、言葉から連想される刑罰の緩和の意味で























女性 3 名であり、そのうち 1 名はパレルモ出身のネオフィティで既に死亡しており（Neofito 
morto giudaizante）本人不在での人形による火刑であった。残り 9 名のうち出身地が不明の















フェルナンド 2 世の時代に始まったガレー船漕ぎの刑（unpaid penance at the oars）は、
スペインの異端審問制度独特のもので、それ以前の中世異端審問所には見られなかった。この
刑は、罪人にとっては火刑よりはましとは言え非常に厳しい刑であった。当初は重婚や男色等





                                                          
63) これらの情報は異端審問所会計簿によるが、その簡単なリストが、Zeldes, ‘Auto de Fe in Palermo, 
1511’, pp. 206-207 にある。ヴェニエールの手紙は、ヴェネツィア方言のイタリア語で書かれたものが Ibid., 
pp. 224-226 に、その英訳が Ibid., 198-200 にある。 


























                                                          









究所月報』第 215 号、33-35 頁を参照されたい。 
65) Zeldes, ‘Marginality and Otherness of Jews and New Christians’, pp. 163-164. 
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思惑があった。15 世紀末のスペイン及びその属州でのユダヤ人追放及びコンベルソ迫害の中で、
シチリアにおいても 16 世紀半ばまでは、異端審問の最大の対象はネオフィティであり、他の
イタリア諸地域の傾向と違いを見せていた。それはシチリアがスペイン王国の属州であり、コ
ンベルソ問題の対応から始まったスペイン異端審問所の国家機関としての役割を、シチリアの
異端審問所が忠実に遂行していたことを物語っている。 
